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一問一答

質問者 掲載ページ 質問事項

吉村　範明 議員 11ページ
 市制80周年に向けて、記憶に残り未来永劫つづいていく

 周年事業に

片山瞬次郎 議員 12ページ

 幼児教育・保育の無償化を通しての課題について

 認定こども園、保育所などのキッズゾーンについて

 台風などの水害時における課題について

円地　仁志 議員 12ページ
 月別入札件数

 近年の入札不調、一社入札

宮西　健吉 議員 13ページ  小松駅東口に「変なホテル」

意見書ってなに？

　意見書とは、地方議会の意見を国の政

策に反映させるために、国会や関係行政

庁に提出する文書です。

　意見書には法的拘

束力はありませんが、

住民代表である議会

の意思として尊重さ

れます。

議員提出議案をチェック

　議員から提出された議案（意見書）については、可

決された意見書を内閣総理大臣をはじめ、関係機関

に送付しました。（賛否はP19参照）

議案第8号  台湾のTPP（環太平洋パートナーシッ

プ協定）参加を積極的に支援するよう

求める意見書

議案第9号  持続可能な地域医療提供体制の構築

を求める意見書

議案第10号  小松白川連絡道路の整備促進を求め

る意見書

　質問とは、提出議案や報告に対する質疑、市政一般に対する質問を市長や執行機関側に行うも

のです。そのうち、代表質問は、会派を代表して一括方式で行い、一般質問は議員個人が一括方

式と一問一答方式を、通告の際に選択して行うものです。

【質問の方法】

一 括 方 式 　 通告したすべての質問をまとめて行う方式。質問時間は、質問と

答弁を合わせて50分以内。再質問は２回まで。

一問一答方式 　 通告の項目順に質問を一問一答で行う方式。質問時間は、

質問と答弁を合わせて50分以内。質問回数の制限はない。
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市政 Ｑ＆Ａ代表質問

◆
来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

収
支
の
見
通
し
及
び
来
年
度
の
予
算
編
成
方
針

に
つ
い
て
。

歳
入
は
市
税
と
地
方
消
費
税
交
付
金
を
あ
わ
せ

た
市
税
等
で
１
８
９
億
円
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
。
歳
出
は
、
子
育
て
支
援
等
の
扶
助
費
が
増
加
し
、

今
年
度
は
す
で
に
１
０
０
億
円
を
超
え
て
い
る
が
、
来

年
度
は
１
０
７
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
市
債
残
高
は

10
年
間
で
２
０
０
億
円
の
目
標
を
達
成
し
、
２
２
７
億

円
の
減
少
見
込
み
で
あ
る
。

◆
小
松
白
川
連
絡
道
路
に
つ
い
て

小
松
白
川
連
絡
道
路
つ
い
て
は
30
年
以
上
の
経

緯
が
あ
り
、
現
在
期
成
同
盟
会
も
設
置
を
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

途
中
政
治
の
変
遷
も
あ
り
、
な
か
な
か
進
ま
な
い

時
期
も
あ
っ
た
が
、
東
海
北
陸
道
等
の
整
備
に
よ

り
国
内
観
光
客
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
増
加
し
、
小
松
空

港
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
災
害
時
の
代

替
道
路
に
も
な
り
重
要
だ
。

岐
阜
・
石
川
に
ま
た
が
る
長
大
ト
ン
ネ
ル
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
他
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
思
う

が
い
か
が
お
考
え
か
。

国
会
議
員
の
方
か
ら
は「
焦
点
を
当
て
た
ト
ン
ネ
ル

の
立
地
場
所
を
決
め
て
い
き
た
い
、
そ
う
い
う
場
を

国
、
両
県
で
設
け
た
い
」と
の
話
が
あ
っ
た
。
国
の
位
置
づ
け

で
は
、
県
が
工
事
を
主
体
的
に
行
う
地
域
高
規
格
道
路
で

は
あ
る
が
、
資
金
面
・
技
術
面
で
国
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

◆
小
松
バ
イ
パ
ス
と
幸
八
幡
線
に
つ
い
て

小
松
市
の
町
内
会
連
合
会
の
重
点
要
望
と
し
て

長
年
、
小
松
バ
イ
パ
ス
の
佐
々
木
Ｉ
Ｃ
か
ら
八
幡

Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
。
ま
た
、
八
幡
Ｉ
Ｃ
と
幸
八
幡
線
の

接
続
が
進
捗
し
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
。

遅
く
て
も
北
陸
新
幹
線
開
業
ま
で
に
は
４
車
線

化
を
お
願
い
し
て
い
る
。
幸
八
幡
線
に
つ
い
て

は
、
工
事
が
困
難
な
と
こ
ろ
で
、
補
償
物
件
も
多
い
が

順
次
進
め
て
い
る
。
国
道
８
号
線
の
八
幡
地
区
の
４
車

線
化
に
あ
わ
せ
た
形
で
、
交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ

う
国
と
協
議
し
て
い
る
。

◆
北
陸
新
幹
線
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

３
年
後
北
陸
新
幹
線
の
小
松
開
業
と
な
る
と
、
首

都
圏
と
北
陸
を
結
ぶ
ツ
ア
ー
が
容
易
と
な
り
、
ま

す
ま
す
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
が
考
え
ら
れ
る
が
。

欧
米
の
旅
行
者
が
豪
華
な
旅
を
好
む
と
い
う
デ

ー
タ
も
あ
り
、
富
裕
層
向
け
旅
行
企
画
が
大
変
有

効
に
な
る
と
考
え
る
。
小
松
の
魅
力
で
あ
る
石
の
文
化
、

北
前
船
の
日
本
遺
産
、
古
民
家
体
験
な
ど
海
外
発
信
を

図
り
、
便
利
で
魅
力
的
な
国
際
都
市
こ
ま
つ
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

◆
粟
津
診
療
所
に
つ
い
て

令
和
２
年
１
月
か
ら
粟
津
診
療
所
の
内
科
に
つ

い
て
は
午
前
診
療
と
な
る
と
の
こ
と
で
、
主
な
原

因
は
午
後
の
患
者
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
及
び
医
師
の
流

出
と
聞
く
が
、
今
後
、
南
部
地
区
の
内
科
診
療
を
い
か

に
す
る
の
か
。

公
立
病
院
の
役
割
を
踏
ま
え
、
安
心
・
安
全
な
地

域
医
療
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、

民
間
の
医
療
体
制
が
充
足
す
る
と
き
は
公
立
の
診
療
所

を
運
営
す
る
必
要
性
は
少
な
い
と
考
え
る
。

代
表
質
問

一
括
質
問

会
派
自
民
　
　

表　
　

靖
二
（
お
も
て 

や
す
じ
） 

議
員

粟
津
診
療
所
に
つ
い
て

粟津診療所
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市政 Ｑ＆Ａ 代表質問

◆
令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

歳
入
は
今
年
度
当
初
予
算
よ
り
も
８
億
円
の
減
収

を
見
込
ん
で
い
る
。
歳
出
で
は
人
件
費
が
６
億
円

余
り
増
加
、
扶
助
費
の
大
幅
な
増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ

る
。
し
か
し
、
市
と
し
て
は
市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
教

育
、
福
祉
、
災
害
対
策
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
企
業
誘
致
を
強
化
促
進
し

て
歳
入
増
を
図
っ
て
い
く
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
構
造
が
大
事
。
高
齢
化

社
会
で
は
、
鉄
工
機
械
業
の
ほ
か
に
も
医
療
、
６

次
産
業
、
教
育
、
観
光
の
振
興
な
ど
幅
広
く
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

扶
助
費
の
増
加
は
待
っ
た
な
し
。
人
口
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
の
活
用
を
検
討
し
て
は
。

昨
年
７
月
に
Ａ
Ｉ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
導
入
。
１

月
市
民
病
院
で
の
顔
認
証
に
よ
る
受
付
開
始
。
３

月
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
窓
口
の
効
率
化
を
図

る
予
定
で
あ
る
。

午
後
８
時
全
館
消
灯
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

市
役
所
全
体
で
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
推
進
。
施
設
の
デ
マ

ン
ド
監
視
や
空
調
管
理
等
に
よ
り
、
電
気
使
用
量

の
削
減
に
努
め
て
い
る
。

市
長
の
公
約
の
外
部
検
証
は
ど
う
か
。
外
部
検
証

に
よ
り
ム
ダ
を
な
く
す
こ
と
が
大
事
。

市
と
し
て
は
議
会
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
い
た

だ
け
る
か
が
重
要
で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

等
、
外
部
か
ら
い
か
に
評
価
さ
れ
る
か
が
大
事
で
あ
る
。

◆
小
松
白
川
連
絡
道
路
に
つ
い
て

東
海
北
陸
地
方
に
と
っ
て
観
光
・
物
流
面
や
災
害

時
の
代
替
補
完
と
し
て
機
能
す
る
大
変
重
要
な

道
路
。
平
成
20
年
度
の
ル
ー
ト
帯
の
検
討
か
ら
何
を
や

っ
て
き
た
の
か
。

同
盟
会
新
体
制
後
、
11
月
に
８
市
町
村
の
首
長
ほ
か

総
勢
35
名
で
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
技
術
的
・
資
金

的
に
厳
し
い
た
め
、
国
直
轄
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

◆
並
行
在
来
線
に
つ
い
て

Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
は
地
域
の
足
。
ど
の
よ
う
な
対
応

を
検
討
し
て
い
る
か
。

県
の
試
算
で
は
金
沢
以
東
の
開
業
時
は
10
年
間

で
26
億
円
の
赤
字
と
試
算
し
た
が
現
在
は
黒
字

で
あ
る
。
明
峰
、
小
松
、
粟
津
の
３
駅
で
は
利
用
者
が

増
え
て
お
り
、
今
後
、
観
光
列
車
や
物
販
、
広
告
事
業

等
広
く
検
討
し
て
い
く
方
向
に
な
る
。

◆
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

豪
雨
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
時
の
避
難
所
の
洪

水
浸
水
対
策
は
。
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
は
ど
う
か
。

１
０
０
０
年
に
１
回
の
想
定
最
大
規
模
で
は
、
水

害
時
に
開
設
す
る
避
難
所
の
う
ち
床
上
浸
水
が

想
定
さ
れ
る
避
難
所
14
カ
所
に
つ
い
て
２
階
へ
の
垂
直

退
避
を
行
う
。
国
・
県
で
は
梯
川
等
18
カ
所
に
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
を
設
置
、
市
で
は
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
や
幹
線
排
水

路
６
カ
所
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
。

地
震
に
よ
る
水
道
管
の
耐
震
化
は
。
地
震
レ
ベ
ル

２
の
耐
震
化
率
は
。
耐
震
適
合
率
は
。

地
震
レ
ベ
ル
１
の
水
道
管
の
耐
震
化
率
は
93
・
2

％
、
基
幹
管
路
で
は
１
０
0
％
。
加
賀
平
野
の
地
震

は
震
度
６
弱
を
想
定
、
耐
震
性
能
は
レ
ベ
ル
１
相
当
で
あ
り

管
路
更
新
に
お
い
て
は
、
全
て
レ
ベ
ル
２
を
採
用
し
て
い
る
。

◆
人
口
減
少
に
つ
い
て

安
心
し
て
産
み
育
て
る
た
め
の
対
策
は
。
本
市
の

今
年
の
出
生
数
は
。

南
部
の
病
児
保
育
ル
ー
ム
、
の
し
ろ
児
童
館
の
整

備
、
松
東
地
区
の
保
育
所
統
合
を
行
い
、
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
る
。
出
生
数
は
11
月
末
現
在
７
４
２

名
で
あ
る
。

◆
小
松
空
港
に
つ
い
て

国
際
貨
物
便
が
減
少
。
国
際
旅
客
便
だ
け
で
な

く
、
国
際
貨
物
も
増
や
す
べ
き
。
小
松
基
地
が
あ

り
防
衛
産
業
、
航
空
産
業
な
ど
の
誘
致
を
す
べ
き
。

海
外
の
商
談
会
な
ど
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で

輸
出
の
増
加
を
図
る
。
現
在
、
空
港
周
辺
の
土
地

開
発
を
進
め
て
お
り
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

代
表
質
問

一
括
質
問

自
民
党
こ
ま
つ
　

川
崎　

順
次
（
か
わ
さ
き 

じ
ゅ
ん
じ
） 

議
員

令
和
２
年
度
教
育
・
福
祉
・
災
害
対
策
予
算
の
充
実
を
!!

そ
の
た
め
に
大
型
企
業
の
誘
致
を
は
か
れ
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◆
参
加
し
や
す
い
環
境
に
つ
い
て

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
様
々
な
啓

発
活
動
を
通
し
て
理
解
が
広
が
っ

て
き
た
が
、
実
際
に
障
が
い
者
な
ど
が
参

加
す
る
に
は
壁
が
あ
る
。
参
加
し
や
す
い

環
境
を
作
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

小
松
市
で
い
く
つ
も
の
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
市
で
は
「
こ
ま
つ
や
さ
し
い
ま
ち
推

進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
福
祉
団
体
と
協
力

し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
な
ど
作
成
し

て
い
る
。
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
用
具
も
独

自
保
有
し
て
お
り
、
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
・

市
民
共
創
の
各
分
野
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

◆
継
続
し
た
ス
ポ
ー
ツ
参
加
に
つ
い
て

障
が
い
者
な
ど
が
健
康
に
生
き
が

い
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

め
る
よ
う
な
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
を
し
て
は
ど
う
か
。

指
導
者
養
成
の
た
め
、「
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
」
な
ど
を

実
施
。
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
や
施
設
の
提
案

を
い
た
だ
き
、
共
生
社
会
を
喜
び
合
え
る

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

◆
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
使
い
や
す

い
競
技
施
設
に
つ
い
て

障
が
い
者
や
高
齢
者
が
プ
レ
ー
し

た
り
観
戦
し
や
す
い
競
技
施
設
に

向
け
て
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
改
善
し
て
い

る
が
、
現
在
あ
る
体
育
館
で
は
車
い
す
で

２
階
に
行
け
な
い
。
改
善
は
で
き
な
い
か
。

新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設
す

る
際
に
は
全
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
行
う
。
古
い
施
設
で
あ
っ
て
も
い
ろ
ん

な
使
い
方
が
あ
る
。
施
設
の
使
い
方
に
つ

い
て
も
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
。

◆『
訪
れ
て
み
た
い
日
本
の
ア
ニ
メ

聖
地
』の
選
定
に
つ
い
て

小
松
基
地
や
小
松
市
を
舞
台
と
す

る
ア
ニ
メ
「
ガ
ー
リ
ー
・
エ
ア
フ

ォ
ー
ス
」
が
『
訪
れ
て
み
た
い
日
本
の
ア

ニ
メ
聖
地
』
に
選
定
さ
れ
た
。
選
定
を
機

に
国
内
外
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の

企
画
は
あ
る
か
。

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
か
ら
提

案
が
あ
り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や

聖
地
宿
泊
プ
ラ
ン
な
ど
を
実
施
し
た
。
今

後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
聖
地
巡
礼
ツ
ア

ー
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
市
民
大
学
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
る
仕
組
み
に
つ
い
て

第
１
期
お
よ
び
第
２
期
の
受
講
者

数
は
。

第
１
期
は
19
講
座
４
９
２
名
。
第

２
期
は
12
月
５
日
時
点
で
32
講
座

４
５
２
名
。
市
内
外
、
ま
た
幅
広
い
世
代

が
受
講
し
て
い
る
。

講
座
で
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
や
成

果
に
つ
い
て
、
市
政
へ
の
反
映
の

仕
組
み
は
。

市
で
は
成
果
発
表
会
に
参
加
、
助

言
を
行
う
と
と
も
に
、
１
０
０
ク

ラ
ブ
活
動
助
成
金
な
ど
の
案
内
を
行
っ
て

い
る
。
学
び
の
成
果
が
地
域
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

市
民
大
学
と
ま
ち
ゼ
ミ
の
連
携
は
。

こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
は
、
市
民
大
学

と
異
な
り
、
商
店
街
を
舞
台
に
店

主
が
専
門
的
な
情
報
を
無
料
で
教
え
る
も

の
で
、
来
客
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

◆
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

台
風
19
号
の
際
に
避
難
所
と
し
て

開
設
さ
れ
た
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
の

避
難
状
況
は
。
ま
た
、
最
大
収
容
人
数
は
。

自
主
避
難
所
を
10
月
12
日
（
土
）
午

前
９
時
に
開
設
、
翌
13
日
午
前
８

時
に
閉
鎖
し
た
。
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
男

性
２
名
、
女
性
６
名
の
合
計
８
名
、
う
ち

高
齢
者
４
名
が
利
用
し
た
。
地
域
防
災
計

画
で
は
最
大
５
６
２
名
の
利
用
を
見
込
む
。

た
だ
し
、
１
階
の
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
部

分
を
含
め
る
と
計
７
１
９
名
が
利
用
可
能

で
あ
る
。避

難
所
用
物
資
の
平
時
の
備
蓄
状

況
お
よ
び
災
害
時
の
輸
送
方
法
は
。

指
定
避
難
所
の
備
蓄
品
と
し
て
、

衛
生
用
品
・
健
康
管
理
用
品
（
救

急
セ
ッ
ト
）
や
発
電
機
な
ど
を
常
備
。
食

料
品
な
ど
は
、
市
役
所
倉
庫
で
一
括
し
て

備
蓄
。
強
化
避
難
所
と
合
わ
せ
、
食
料

２
万
２
、
０
０
０
食
、
水
６
万
６
、
０
０
０

ℓ
を
常
備
。
避
難
所
開
設
時
に
必
要
な
も

の
は
市
の
配
送
班
が
届
け
る
。

物
資
の
買
い
足
し
や
買
い
替
え
は
今

後
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
く
の
か
。

備
蓄
品
は
使
用
期
限
に
応
じ
て
買

い
替
え
る
。
非
常
食
は
よ
り
お
い

し
く
、
調
理
し
や
す
い
商
品
へ
と
見
直
し

を
図
り
、
避
難
者
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

竹
田　

良
平
（
た
け
だ 

り
ょ
う
へ
い
）
議
員

市
民
大
学
の
魅
力
ア
ッ
プ
と

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

一
括
質
問

岡
山　

晃
宏
（
お
か
や
ま 

あ
き
ひ
ろ
）
議
員

障
が
い
者
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

一
括
質
問


